
 

 

新潟市報道資料 

令和５年４月 10 日 

報 道 各 位 

新潟市環境部環境政策課 

 

『佐潟（御手洗潟）ガイドブック』作成を記念し贈呈を行います 

 

 本市では、市内の潟をテーマとして、潟に関わる地域の方々と共に潟の保全と魅力発信に取り

組む「地域が主役里潟保全事業」を実施しています。 

 令和４年度は、ラムサール条約湿地である佐潟をテーマに調査・研究を行い、この結果をまと

めた、佐潟（御手洗潟）ガイドブックを作成しました。本ガイドブックは４冊目のガイドブック

であり、佐潟のさまざまな魅力を掲載しています。 

今冊は本市のラムサール条約湿地自治体認証※後、初の刊行となることから、作成を記念し執筆

者を代表して、新潟市里潟研究ネットワーク会議 座長 澤口晋一氏から新潟市長に贈呈を行いま

す。取材・広報にご協力いただきたく、お願い申し上げます。 

 

※ラムサール条約湿地自治体認証とは、湿地の保全・再生、普及啓発、環境教育等の推進に関する全 12項目

の国際基準に該当する自治体に対し認証を行うものです。本市は、令和４年 11月にスイスのジュネーブで

開催されたラムサール条約締約国会議 COP14 において、国内
・ ・

初
・

の認証を受けました。 

   

 

 

記 

 

【贈呈について】 

■ 日 時 令和５年４月 12 日（水）15 時 30 分 

■ 会 場 新潟市役所本館３階 秘書課市長応接室 

■ 贈 呈 者 澤口 晋一 氏 

        （新潟国際情報大学 国際学部教授） 

【ガイドブックの概要】 

■ 刊 行 物 佐潟（御手洗潟）ガイドブック 

■ サ イ ズ B5 版カラー/全 28 ページ 

■ 配 布 場 所 佐潟水鳥・湿地センター、各区役所、 

        市立図書館等の公共施設など 

■ 詳 細 別添のガイドブックをご参照ください 

■ 制 作 新潟市・新潟市里潟研究ネットワーク会議 

■ 問い合わせ先 新潟市環境部環境政策課  

成田・高橋  電話：025-226-1359 

（新潟市ホームページ） 
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佐 潟 ・ 御 手 洗 潟 周 辺 案 内 図

 佐潟公園の概要
所 在 地： 新潟市西区赤塚5 4 0 4 番地1 4

公園面積： 7 5 8 ,0 0 0 ㎡　（ 7 5 .8 ha ）

 佐潟
ラ ムサール条約湿地（ 1 9 9 6 年３ 月）

水面面積： 約4 4 ha 　 　 水面標高※： ＋4 .8 m

　 長さ 2 .1 km ほど の淡水湖。 潟の西よ り の部分で 大

き く く びれる形と なっ ており 、そこ を 境に西側は上潟、

東側は下潟と 呼ばれています。 流入する 河川はなく 、

潟の水はほぼ両岸の砂層から 湧出する地下水によ っ て

供給さ れています。 平均水深は１ ｍ程度で、 湖底はほ

ぼ平坦ですが、 湖岸近く で急になる 形状を 示し ます。

も と も と は全体が湿地だっ た所を 後の時代に堰き 止め

て水を 溜めたと 考えら れます。 水位調整は現在下潟の

水門によ っ て行われており 、 そこ から の排水は荒
あ ら い ど

江と

呼ばれる 排水路を 通じ て新川に注ぎます。

 御手洗潟
所 在 地： 新潟市西区赤塚

水面面積： 6 .5 ha 　 　 水面標高： ＋6 .6 ｍ

　 佐潟の1 5 0 ｍほど北側に位置する 長さ 9 3 0 ｍ、 平均

幅7 0 ｍほど の潟。 浜堤と 呼ばれる 直線状の細長い高

まり の間に形成さ れた凹地（ 堤間湿地）が地下水によっ

て湛水し てでき た潟です。 佐潟と 並列し ている こ と か

ら 、 同じ 成因の潟と 考えら れがちですが、 後述のよう

に全く 異なり ます。

　 なお、 御手洗潟の名称はかつてすぐ 近く にあっ た神

社にお参り を する際に、 こ こ で手を 洗い身を 清めたこ

と に由来し ます。

【 車をご利用の場合】

●県道２ 号新潟寺泊線沿い　

　 市内中心部から 約40分

● 北陸自動車道黒埼SIC（ スマート イ ンタ ー

チェ ンジ）から 約30 分

【 バスをご利用の場合】

「 赤塚連絡所前」バス停下車後すぐ

（ 新潟交通「 内野営業所」から「 越後赤塚」間を

運行するコ ミ ュ ニティ 佐潟バス）

【 鉄道をご利用の場合】

JR越後線「 内野」駅下車後、 タ ク シー利用約

15 分

「 越後赤塚」駅下車後、 徒歩約4 0 分
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※標高は東京湾標準水位を 基準と する
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 砂丘の小径を歩く ～フ ッ ト パス～
　 フ ッ ト パスと は、 イ ギリ スを 発祥と し 、 地域に昔から ある あり のま

ま の風景を 楽し みながら 歩く こ と（ Fo o t）ができ る 小
こ

径
み ち

（ Pa th）のこ と

です。

　 佐潟・ 御手洗潟周辺には広大な砂丘農地が広がり ます。 そこ ではダイ

コ ン、 スイ カ 、 サツマイ モ、 ネギ、 タ バコ など季節に応じ た様々な作物

が栽培さ れています。 秋から 初冬にかけて収穫さ れるダイ コ ンの本数は

こ の地域だけで毎年1,5 0 0万本を超えると いいます。 こ の広大な農地を

縫う よう に砂地の農道がはし り ます。 こ れがそのまま魅力的なフ ッ ト パ

スと なり ます。 佐潟・ 水鳥湿地センタ ーの駐車場に車を置いてぜひ砂丘

の小径を散策し てみてく ださ い。 様々な発見が必ずあり ます。

 3 6 0 度！見晴ら し 展望台
　 晴れた日に「 見晴ら し の丘展望台」に立てば、 西に日本海と 佐渡島、

越後平野を隔て北から 南に鳥海、飯豊山地、粟ヶ 岳、守門岳、越後三山、

巻機、苗場と 続く 山々を 望むこ と ができ ます。展望台には本ガイ ド ブッ

ク 執筆者の太田和宏さ んの描いたパノ ラ マ図が設置し てあり ます。
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道を 外れての畑への立ち 入り や、 農作物の採

取、 ゴ ミ の放置な ど の行為は絶対に行わな い

でく ださ い。

佐潟～砂丘を 結ぶフ ッ ト パス 【 澤口晋一】

「 大エノ キ」「 気になる 樹」はいずれも 新潟市保存樹に指定さ れています。

ダイ コ ン 畑

ネギ畑

2021年発行の新

潟市樹木マ ッ プ

の表紙を 飾っ た

「 大エノ キ」
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ラムサール条約と「 佐潟周辺自然環境保全計画」

ラ ムサール条約と 佐潟

　 ラ ムサール条約は1 9 7 1 年２ 月２ 日にイ ラ ンのカ スピ 海湖畔の町ラ ムサールで採択さ れた条約で 、

採択地の名前を と っ て「 ラ ムサール条約」と 呼ばれています。 正式名称は「 特に水鳥の生息地と し て

国際的に重要な湿地に関する 条約」と いいます。 2 0 2 3 年２ 月時点で1 7 2 ヵ 国が批准し 、 合計2 ,4 7 1

の湿地が登録さ れています。

　 日本は1 9 8 0 年1 0 月に条約を 批准、 全国で5 3 の湿地が登録さ れています。 佐潟は1 9 9 6 年３ 月に

オースト ラ リ ア・ ブリ スベンで開催さ れた第６ 回締約国会議において、 国内1 0 番目のラ ムサール条

約湿地と し て登録さ れまし た。

　 こ の条約では次の３ つの考え方が支柱と なっ ています。 ①湿地を 水鳥の生息地と し てだけでなく 、

私たち の生活を 支える 重要な生態系と し て保全・ 再生する こ と ＝「 保全・ 再生」、 ②湿地の生態系を

維持し つつそこ から 得ら れる恵みを 持続的に活用する こ と ＝「 賢明な利用」、 ③こ れら の意義を 伝え、

促進し ていく ために交流、 能力養成、 教育、 参加、 普及啓発を 進める こ と ＝「 交流、 学習」。 こ こ か

ら わかる のは、 ラ ムサール条約が「 自然と 人の共生」を 目指し たも のであると いう こ と です。 こ れが

地球環境問題と いう 文言が誕生する ずっ と 以前（ 1 9 7 1 年）に締結さ れたこ と は極めて画期的なこ と

です。

　 なお、 ラ ムサール条約に登録さ れる こ と で開発が規制さ れたり 、 人の立ち 入り が制限さ れたり す

る と いう こ と は決し てあり ません。 それは上記の②「 賢明な利用」と いう 言葉によく 表れています。

1 9 8 2 年　 新潟市が佐潟公園建設計画発表1 9 8 2 年　 新潟市が佐潟公園建設計画発表

1 9 8 8 年　 佐潟公園の整備が始まる1 9 8 8 年　 佐潟公園の整備が始まる

1 9 9 0 年　  初代佐潟橋（ 太鼓橋）、 あやめ園完成1 9 9 0 年　  初代佐潟橋（ 太鼓橋）、 あやめ園完成

1 9 9 5 年　  新潟市が条約登録に向けた検討を 開始。 地元関係1 9 9 5 年　  新潟市が条約登録に向けた検討を 開始。 地元関係

者に説明会を 開催。 新潟市が会見で発表者に説明会を 開催。 新潟市が会見で発表

1 9 9 6 年　  佐潟がラ ムサール条約の登録湿地に認定1 9 9 6 年　  佐潟がラ ムサール条約の登録湿地に認定

　 　 　 　　 　 　 　 　  第６ 回締約国会議（ オースト ラ リ ア・ ブリ スベン）　  第６ 回締約国会議（ オースト ラ リ ア・ ブリ スベン）

　 　 　 　　 　 　 　 　  第１ 回ラ ムサールシン ポジウム新潟「 人と 湿地と 生　  第１ 回ラ ムサールシン ポジウム新潟「 人と 湿地と 生

き も のたち 」開催き も のたち 」開催

1 9 9 8 年　 佐潟水鳥・ 湿地セン タ ー開館1 9 9 8 年　 佐潟水鳥・ 湿地セン タ ー開館

2 0 0 0 年　  佐潟周辺自然環境保全計画策定（ 第１ 期）2 0 0 0 年　  佐潟周辺自然環境保全計画策定（ 第１ 期）

2 0 0 1 年　  第２ 回ラ ムサールシン ポジウム新潟 開催2 0 0 1 年　  第２ 回ラ ムサールシン ポジウム新潟 開催

2 0 0 3 年　  第１ 回佐潟ク リ ーン アッ プ活動・ 潟普請 開催2 0 0 3 年　  第１ 回佐潟ク リ ーン アッ プ活動・ 潟普請 開催

　 　 　 　　 　 　 　 　 ※以降、 毎年秋に開催　 ※以降、 毎年秋に開催

2 0 0 6 年　  佐潟周辺自然環境保全計画改定（ 第２ 期）2 0 0 6 年　  佐潟周辺自然環境保全計画改定（ 第２ 期）

　 　 　 　　 　 　 　 　  佐潟周辺自然環境保全連絡協議会 設置　  佐潟周辺自然環境保全連絡協議会 設置

　 　 　 　　 　 　 　 　 野鳥観察舎「 潟見鳥」完成　 野鳥観察舎「 潟見鳥」完成

　 　 　 　　 　 　 　 　  　  佐潟10 ラ ムサールフ ェ スティ バル 開催佐潟10 ラ ムサールフ ェ スティ バル 開催

2 0 0 7 年　  地元自治会がヨ シ刈り（ 約1 .5 ha）実施（ ～2 0 0 9 年）2 0 0 7 年　  地元自治会がヨ シ刈り（ 約1 .5 ha）実施（ ～2 0 0 9 年）

2 0 0 8 年　  KO D O M O ラ ムサール国際湿地交流in新潟 開催2 0 0 8 年　  KO D O M O ラ ムサール国際湿地交流in新潟 開催

2 0 1 0 年　  にいがたこ ども 生き も の会議（ 赤塚小発表）開催2 0 1 0 年　  にいがたこ ども 生き も の会議（ 赤塚小発表）開催

2 0 1 1 年　  佐潟水鳥・ 湿地セン タ ー来館者1 0 0 万人達成2 0 1 1 年　  佐潟水鳥・ 湿地セン タ ー来館者1 0 0 万人達成

2 0 1 2 年　  「 にいがた命のつながり プ ラ ン ―新潟市生物多様性2 0 1 2 年　  「 にいがた命のつながり プ ラ ン ―新潟市生物多様性

地域計画」策定地域計画」策定

2 0 1 4 年　  佐潟周辺自然環境保全計画改定（ 第３ 期）2 0 1 4 年　  佐潟周辺自然環境保全計画改定（ 第３ 期）

　 　 　 　　 　 　 　 　  かつての舟道の復元のために浚渫工事実施　  かつての舟道の復元のために浚渫工事実施

　 　 　 　　 　 　 　 　（ ～2 0 1 5 年）　（ ～2 0 1 5 年）

2 0 1 6 年　  2 0 1 6 年　  佐潟2 0ラ ムサールフ ェ スティ バル 開催佐潟2 0ラ ムサールフ ェ スティ バル 開催

2 0 1 9 年　  佐潟周辺自然環境保全計画改定（ 第４ 期）2 0 1 9 年　  佐潟周辺自然環境保全計画改定（ 第４ 期）

2 0 2 2 年　  新潟市が日本初のラ ムサール条約の湿地自治体認2 0 2 2 年　  新潟市が日本初のラ ムサール条約の湿地自治体認

証を 授与。  第1 4 回締約国会議（ スイ ス・ ジュ ネーブ）証を 授与。  第1 4 回締約国会議（ スイ ス・ ジュ ネーブ）

2 0 2 3 年　  湿地自治体認証記念シン ポジウム 開催2 0 2 3 年　  湿地自治体認証記念シン ポジウム 開催

【 佐潟】ラ ムサール条約の【 佐潟】ラ ムサール条約の

登録湿地への経緯登録湿地への経緯

佐潟周辺自然環境保全計画

　 佐潟の保全と 利用の均衡を 図る こ と を 目的に、 新潟市は2 00 0 年に「 佐潟周辺自然環境保全計画」を 策定し

まし た。 その後、 2 0 0 6 年には第２ 期計画と し て「 佐潟周辺自然環境保全連絡協議会」が設置さ れまし た。 そ

こ では地元・ 市民団体、 有識者、 行政が一体と なっ て佐潟の自然環境保全と 賢明な利用の推進に向けた協議

が現在も 定期的に行われています。

　 一方、 2 0 1 2 年に「 にいがた命のつながり プラ ン ―新潟市生物多様性地域計画―」が策定さ れ、 新潟市全体

の自然環境保全のあり 方と と も に「 里
さ と

潟
か た

」の考え方が初めて示さ れまし た。 2 01 4年から の第３ 期計画では、

里潟の考えに基づいて積極的に人の手を 加えながら 保全を推進する取り 組みが進めら れまし た。 2 0 1 9 年の

第４ 期計画では環境・ 経済・ 社会のそれぞれがから みあう 地域課題を解決するために、 持続可能な開発目標

（ SD G s）の視点も 加えら れまし た。

【 澤口晋一】
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「 湿地自治体認証」と 新潟市

グループA 　 湿地の保全及び賢明な利用の実現に基づく 基準

A １   自治体の行政区分に完全にまたは部分的にラ ムサール条約湿地がある。（ A１・ A２ はどちら かに該当）

A ２   自治体の行政区分に完全にまたは部分的にそのほかの重要な湿地がある。（ A１ ・ A２ はどち ら かに

該当）

A ３  湿地の劣化及び損失を 防ぐ 国及び又は地域の政策・ 法的措置・ 計画等がある。

A ４   都市の基盤を形成する要素と し て湿地を復元・ 創造し た事例がある（ 洪水の制御、 気候緩和、 水質向

上、 レク リ エーショ ンの提供など）。

A ５  自治体の空間計画及び統合的な都市管理において、 湿地の重要性が考慮さ れている。

A ６  地域社会の湿地の計画・ 管理に関与・ 参加し ている。

A ７   湿地に関する 環境教育や情報配信、 学校教育への導入等を 通じ て、 湿地の価値に対する社会の意識

を醸成し 、 湿地の賢明な利用を奨励し ている。

A ８  世界湿地の日（ ２ 月２ 日）前後でのイ ベント の実施を促進し ている。

A ９   地域における 湿地の保全や賢明な利用の支援・ 推進を する 地域関係者や

利害関係者、 有識者等による委員会等の組織がある。

グループB　 相補的なアプロ ーチ

B １   水質及び公衆衛生基準を満たし ている。

B ２   湿地の恩恵（ 供給・ 調整・ 文化・ 基盤サービ ス）

が認識さ れ、 自治体の計画及び政策決定におい

て考慮さ れている。

B ３   地域社会が湿地の賢明な 利用に関わり 、 湿地の

恵みを 享受し ている。

　 湿地自治体認証は、 自治体（ 都市）のブラ ンド 化及び地域における湿地の保全や賢明な利用

の推進を図るこ と を 目的と し た制度です。 認証には潟などの湿地の保全・ 再生、 管理への地

域関係者の参加、 普及啓発、 環境教育等の推進に関し て下表の国際基準を満たすこ と が必要

です。 こ れら の基準を 満たす都市と し て2 0 18年に世界1 8都市、 2 0 22 年には国内では初め

て新潟市と 鹿児島県出水市を含む2 5都市が認証さ れまし た。

　 ラ ムサール条約では、 湿地が天然か人工か、 永続的か一時的か、 さ ら には水の静・ 動、 淡

水・ 汽水あるいは海水かを問いません。 し たがっ て、 湿原、 湖沼、 干潟、 河川のほかダム湖、

ため池、 湧水地、 水田、 遊水地も 湿地と し て扱われるこ と になり ます。 こ のよう な定義に基

づく と 、 新潟市は実に市の面積の4 4％が湿地に相当し ます１ ）。

　 湿地はSD G sと の関係性が極めて高く 、 17 の目標のほと んどに関わると いっ て過言ではあ

り ません２ ）。 新潟市は2 0 2 2 年５ 月にSD G s未来都市に選定さ れ、 同９ 月には『 新潟市SD G s

未来都市計画』が策定さ れまし た。 こ れと 同期する形で新潟市はラ ムサール湿地都市と いう

国際ブラ ンド を 手に入れたこ と になり ます。 こ のブラ ンド をSD G s未来都市計画の中に今後

どのよう に取り 入れて、「 田園型環境都市」と し てのまちづく り を展開し ていく のか、 大いに

期待し たいと こ ろ です。

１ ）新潟市面積7 2 6 .4 km 2に対し て湿地面積が3 2 0 .6 km 2（ 水田2 8 4 km 2， 湖沼（ 潟）・ 河川3 6 .6 km 2）と なっ ています．

２ ）環境省『 湿地と SD G s』： SD G _ W W D _ M ay1 8 _ JP.in d d

湿地自治体認証の国際基準湿地自治体認証の国際基準

【 澤口晋一】



5

 佐潟・ 御手洗潟周辺の地形
　 佐潟と 御手洗潟は越後平野北西端に位置

し 、 長辺を 北西－南西方向に向けて並列す

る 細長い形の潟です（ 図１ ）。 両潟が位置す

る こ の一帯は新潟砂丘の南西端域に当た

り 、形成期の異なる砂丘（ 新砂丘Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）

が潟を 取り 囲むよ う に分布し ています。 し

かし 、 こ こ で新砂丘Ⅰ、 Ⅱと さ れてき たの

は、 実は砂丘ではなく バリ アー１ ，２ ）と 呼ば

れる 地形であるこ と がわかっ ています。 新

潟では砂層から なる 地形を 砂丘と 呼んでき

ま し たが、 バリ アーは「 沿岸州」と 訳さ れ、

波の作用によ っ て形成さ れる 地形です。 風

に飛ばさ れた砂が堆積し てでき る 砂丘と は

全く 異なるも のです。

　 本ガイ ド ブッ ク では、 新砂丘Ⅰ、 同Ⅱと

さ れてき たこ の地域の砂層地形を それぞれ

バリ アーⅠ、 バリ アーⅡと 呼ぶこ と にし ま

す３ ）（ 図１ ）。 両バリ アーはと も に氾濫原よ

り ４ ～５ m 高く 、 あたかも 台地のよ う な地

形で、 その表面には海の暴浪時に波の到達

点付近に形成さ れる浜堤と 呼ばれる 直線的

な高まり が何列も 発達し ています（ 図１ ）。

 日本最長の砂丘
　 一方、 新砂丘Ⅲは角田山北麓から 村上市

まで全長約76km にも 及ぶ日本最長の砂丘で

す。 こ の一帯は、 1990年代に実施さ れた農

地造成によっ て平坦化さ れまし たが、 かつて

は複雑で起伏に富み、 パラ ボリ ッ ク 砂丘と 呼

【 澤口晋一】

佐潟・ 御手洗潟の地形と 生い立ち

図１ 　 佐潟周辺の地形

・3.2

・13.1

角田山

図１ 佐潟周辺の地形

日本海

湿地・湛水地

・12.1

・12.3

・9.1

・9.9

・7.1・3.1

・1.8

・52.1

4.8

0 3km

ララググーーンン（（潟潟湖湖））

ララググーーンン（（潟潟湖湖））

写真１ バリアー（沿岸州）とラグーン

ギリシャ・ペロポネソス半島北部

埋積の進んだラグーンとその海側に発達するバリアー．バリアー上には堤間湖がみられる
埋積の進んだラ グーンと その海側に発達するバリ アー。

バリ アー上には堤間湖がみら れる。

写真１ 　 バリ アー（ 沿岸州）と ラ グーン



6

ばれる地形（ 後述）を始め、 砂丘地特有の地形

が数多く 分布し ていまし た。 現在でも 、 新潟

砂丘の中で最も 標高の高いのがこ の一帯で、

50m を越える地点がいく つかあり ます。

　 なお、 図１ を みる と 、 新砂丘Ⅲは大き く

盛り 上がっ て バリ ア ーⅡを 覆う 形で 発達

し 、 御手洗潟の西端付近でこ のバリ アーを

完全に覆っ て佐潟北岸に達し ている 様子が

よ く わかり ます。 見方を 変える と 、 新砂丘

Ⅲに覆われなかっ たと こ ろ がバリ アーⅡと

し て地表に露出し ていると も 言えます。

 埋没し たバリ アー
　 本来、 バリ アーは細長く 延びる地形です。

バリ アーⅠは約7 ,00 0年前には、 西端の佐潟

南岸～亀田、 さ ら には大夫興野（ 聖籠町）付

近まで、 陸側に凸と なる よ う な弧を 描いて

延びていたと 考えら れています。 と こ ろ が、

現在バリ アーは佐潟に近い赤塚の集落の東

端付近で不思議にも 突然消失し てし まいま

す。 その原因が、 角田・ 弥彦断層と 呼ばれ

る 活断層によ っ て、 断層から 東側の地盤が

バリ アーと と も に沈降し 地下に埋没し たた

めである こ と が、 新潟大学の卜部厚志氏ら

の研究によっ て明ら かにさ れています１ ）。

　 図２ は信濃川以西の埋没バリ アー（ 灰色

の部分）の分布を簡略化し たも のです。 こ の

図から ４ ～５ 列も のバリ アーが角田・ 弥彦

断層を境に埋没し ているこ と がわかり ます。

その深さ は北側の列で地表面から －５ ｍ前

後、 南側の列で－15 ～ 20 ｍ前後に及んで

います。

　 一方、 断層よ り も 西側（ 佐潟側）では地盤

はむし ろ 隆起傾向にある こ と が明ら かと

なっ ています。 こ のため佐潟の南側に位置

する バリ ア ーⅠは埋没する こ と な く 標高

1 0 ｍ ほど の高さ の台地状の地形と し て

残っ ています。

 佐潟の生い立ち
　 図２ を みると 、 今は埋没し てし まっ たバ

リ アー Aの北側に細長い低地を はさ んでバ

リ アー Bが形成さ れていたこ と がわかり ま

す。 バリ アーの発達によ っ て外海と 隔てら

れてでき た水域を ラ グーン（ 潟
せき

湖
こ

）と 呼びま

すが、 地形の配列から みてバリ アー Aと Bの

間には細長いと はいえ、 一時的にラ グーン

的な性質を も つ水域が形成さ れていた可能

性が高いと 考えら れます。 時代的にはおよ

そ5 ,000年前です。 佐潟と なる水域はその西

端部分に位置し ます。 その後、 断層活動に

よっ て、 断層から 東側の地盤は沈降・ 埋没し 、

その上には古信濃川が運んだ土砂が堆積し

て水がたまるよう な凹地はなく なり まし た。

　 一方、 断層の西側に位置し て いた バリ

アーⅠ、 Ⅱは、 沈降から 免れたこ と から ラ

グーン 的な水域を 形成し ていた低地はその

まま保存さ れまし た。 こ の低地こ そが佐潟

の起源と 考えら れます。 なお、 佐潟の北岸

の西側半分は新砂丘Ⅲに覆われて いま す

が、 こ の砂丘は佐潟の起源と なる 低地の形

成後にバリ アーⅡを 覆っ たも ので、 佐潟の

形成と は関係し ません。

 御手洗潟の生い立ち
　 御手洗潟は、 佐潟の150ｍほど北側に位置

し 、 全長930ｍ、 平均幅70ｍほど の細長い

図２ 　 現地形と 埋没バリ アーの分布 

埋没バリアー
（埋没砂丘）

新川

海底部分は省略

内野

B

A

0 2 4 6km

図１の範囲

西川

卜部ほか（2006）を改変

御
手

洗
潟

佐
潟
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形をし た潟です（ 図１ ）。 御手洗潟はバリ アー

Ⅱの表面に列状に発達する浜堤間の細長い凹

地が湛水し たも のです。 こ のよう な地形を堤

間湖（ ある いは堤間湿地）と 呼びま す（ 写真

１ ）。 こ れと 同じ 成因の潟は、 現在の五十嵐

中島付近にも ２ つ並行し て存在し たこ と がわ

かっ ています。 こ のう ちの一つは長潟と 呼ば

れていまし た。 どちら の潟も御手洗潟より 長

く 、 全長2.2 ～ 2.3km あり まし たが、 現在は

埋め立てら れて宅地化し ています。

　 佐潟、 御手洗潟は長く 砂丘湖と 言われて

き まし たが、 成因的な視点から みる と いず

れも 砂丘湖ではあり ません。

 佐潟と 御手洗潟の水源
　 佐潟と 御手洗潟に供給さ れる 水はいずれ

も 地下水です。 図３ は、 海岸線から 新砂丘

Ⅲを こ えて御手洗潟、 佐潟南岸にいたる 地

形断面に地下水面の位置４ ）を 組み入れたも

のです。 断面の作成位置は図４ に示し まし

た。 こ の図から 地下水面の分水界は、 新砂

丘Ⅲの稜線付近の地下標高7 .5ｍ付近にあ

り 、 そこ から 地下水は海側と 陸側の２ 方向

に分かれて流動し ているこ と がわかり ます。

　 陸側（ 南東方向）に向かう 地下水の水面高

度は、 御手洗潟で 標高6 .5ｍ、 佐潟で ５ ｍ

です。 こ の高さ は両潟の実際の湧水地点の

高さ と も ほぼ一致し ます。 こ のこ と は滞水

層が新砂丘Ⅲではなく バリ アーを 形成する

砂層中に存在するこ と を 示し ています。 こ

れが佐潟、 御手洗潟の水源であり 、 両潟と

も 湖岸には多く の湧水点の存在が確認さ れ

ています。

 線状湧水帯
　 佐潟の北岸から 木山に続く バリ アーⅡの

末端には湧水地点が線状に現れ、 湧水帯を

形成し ています（ 図４ ）。 こ の湧水帯につい

てはこ れまで報告例があり ませんが、 バリ

アーの表面から 比較的浅い位置に地下水面

が存在する こ と を 示し ており 、 たいへん興

味深い現象です。

１ ） 卜部厚志・ 吉田真見子・ 高濱信行（ 2 0 0 6 ）越後平野の沖積

層における バリ アー・ ラ グーン システムの発達．地質学論集，

5 9 ， 1 1 1 -1 2 7 ページ．

２ ） 澤口晋一（ 2 0 1 7 ）新潟砂丘西南端地域の地形． 平成2 8 年度

新潟市潟環境研究所研究調査報告書， 1 1 5 -1 3 5 ページ．

３ ） 上記， 澤口（ 2 0 1 7 ）では， 表面の地形を 重視し たため「 浜堤

列帯」と し たが， こ のガイ ド ブッ ク では地形全体を 重視し て

「 バリ アー」と し た．

４ ） 新潟市（ 1 9 9 8 ）平成９ 年度 佐潟周辺地下水調査業務報告書，

新潟市市民局環境部環境対策課， 1 3 4 ページ．

0 1km

見晴らしの丘

A

A’

山崎

木山

図４ 地形断面（図３）の位置と線状湧水滞の位置

赤塚

大
山
祗
社
・

図４ 　 地形断面（ 図３ ）の位置と 線状湧水帯の位置

写真１ バリアーⅡ末端からの湧水（右奥は大山祗社）写真２ 　 バリ アーⅡ末端から の湧水（ 右奥は大山祗社）
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 風がつく っ た谷～パラ ボリ ッ ク 砂丘～
　 西区～西蒲区にま たがる 砂丘地一帯は、

農地造成によ っ て平坦化さ れまし たが、 か

つては「 パラ ボリ ッ ク（ 放物線）砂丘」と 呼ば

れる 砂丘に特有の地形が3 0 以上も 存在し

ていまし た１ ）（ 図１ ）。

　 こ れら は農地造成によ っ てほぼ姿を 消し

まし たが、 調査の結果、 改変を 受けて形態

的には不完全なも のの、 パラ ボリ ッ ク 砂丘

の特徴を と どめたも のが５ つ残存する こ と

がわかっ ています（ １ ～２ ページ参照）。 新

潟市にと っ ては貴重な自然遺産です。なお、

パラ ボリ ッ ク 砂丘は東区のじ ゅ んさ い池の

形成にも 密接に関わっ ていたこ と が筆者の

調査から 明ら かになっ ています。 詳し く は

「 じ ゅ んさ い池ガイ ド ブ ッ ク（ 2 02 2 ）」を ご

覧く ださ い。

 弓状凹地の不思議
　 佐潟の北岸の湖岸線は中央部で大き く 張

り 出し て 潟を ２ 分する 形になっ て いま す。

現地でこ の張り 出し の頂点付近（ 中道）から

砂丘を 北側に登っ ていく と 、 大き な高まり

の上に出ます。 そし てその先には砂丘の稜

線側に弓の背を向けたよう に湾曲する幅40

～ 50ｍ、 長さ 6 00ｍにも 及ぶ細長い凹地が

左右に続き、 その背後の一部は比高10 ｍほ

どの急な崖になっ ています（ 図１ 、 写真１ ）。

　 こ う し た地形の様子は農地造成以前に撮影

さ れた空中写真を立体化し た図２ からも よく

わかり ます。 こ れを見ると 、 長さ 550ｍ、 幅

450ｍも の楕円型の土塊（ 移動体）が佐潟側に

向かっ てずり 下がっ たよう にみえます。 こ の

よう な一連の地形が風の作用で形成さ れると

は考え難いよう に思われます（ 写真１ ）。

　 すべり 面の確認などが必要ですが、 全体

の形状と し ては地すべり 地形の特徴を よ く

備えています。 佐潟の両岸は前述し たよ う

にバリ アーの縁である こ と を 考える と 、 北

岸も 南岸と 同様に本来は直線的だっ たと 考

える のが自然です。 その後、 大き く 発達し

た新砂丘Ⅲの東面が不安定化し て地すべり

が生じ 、 それによっ

て佐潟の北岸が大き

く 変形し た可能性が

あり ます（ 図１ 、２ ）。

上潟と 下潟に分かれ

た原因が地すべり で

あればたいへん興味

深いこ と です。

 砂丘の自然林
　 こ の地域の砂丘は

194 8年当時ク ロ マ

ツ林が大き な面積を

占めて いま し た（ 図

【 澤口晋一】

砂丘がつく る地形と エノ キ自然林

図１ 　 パラ ボリ ッ ク 砂丘の分布と 地すべり 状地形

1km0

①

②

③
④
⑤

⑥

1947年撮影

西遊寺

現存する吹き抜け凹地

バルハン砂丘

消失したパラボリック砂丘

図１ パラボリック砂丘の分布と地すべり状地形

パラボリック砂丘の模式図

中道

替え
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３ A）。 し かし 、 マツ ク イ 虫（ マツ ノ ザイ セ

ンチュ ウ）などの被害によっ てこ の地域一帯

のク ロ マツ 林は1 98 0年代以降急速に衰退

し て いき ま す。 さ ら に1990年代には農地

造成が進み林地面積も 大きく 減少し まし た。

　 こ う し た中で残っ た林地にク ロ マツ に替

わっ て定着し たのがエノ キと いう 落葉広葉

樹です（ 図３ B）。 調査の結果、 現在こ の地

域にみら れる 高木の8 5 ％以上がエ ノ キで

あるこ と 、 その樹齢は最大でも 4 0 年程度で

ある こ と がわかり まし た。 ク ロ マツ 林は植

林によ る も のですが、 現在のエノ キ林はク

ロ マツ の衰退後に自然更新によ っ て定着し

た自然林であるこ と が大き な特徴です。

 エノ キ林の保全
　 エノ キ林は林地が分断さ れている と はい

え、 こ れほどの自然林は新潟市内には他に

あり ません。 エノ キ林は鳥類や昆虫類、 特

にオオムラ サキ２ ）、 ゴマダラ チョ ウ、 シー

タ テハと いっ た蝶類の食樹と し て重要な樹

木である こ と など、 生物多様性の観点から

も 、 さ ら には水源涵養林と し ても 大き な意

味を も ち ます。 下草を 刈る などし て整備す

れば、 明るく 気持ちのよい散策の場と なり 、

自然観察にも 向き ます。 新潟市の保存樹林

と し て全体を 保全する こ と を 考えてはいか

がでし ょ う か。

　 なお、 エノ キ林の中から 、 特に姿・ 形の

立派な３ 本が2 0 19 年に新潟市の保存樹と

し て 登録さ れ、 2 02 0 年、 2 0 22 年の「 樹木

マッ プ」の表紙を飾り まし た（ ２ ページ）。

１ ） 澤口晋一（ 2 0 1 7 ）新潟砂丘西南端地域の地形． 平成2 8 年度

新潟市潟環境研究所研究調査報告書， 1 1 5 -1 3 5 ページ．

２ ）本地域では未確認．

写真１ 中道北側の高まりとその前面の弓状凹地および崖

高まり（移動帯）

佐潟

崖（滑落崖）

差し替え

写真１ 　 中道北側の高まり と その前面の弓状凹地及び崖

52.1

荒地（草地）

エノキ優占林

海岸防砂林

2005年

集落（市街地）

原図B

図３ 　 ク ロマツ林から エノ キ優占林への変化

図２ 地すべりとみられる地形（白色枠線内）

中道

上潟

下潟

矢印は写真１の撮影点

中道から砂丘を登っていくと楕円形の高まりの上に出ます（赤丸）．そこから前方に
弓状の凹地，さらにその背後に急斜面が存在する様子がわかります．

高さ3倍

差し替え

中道から 砂丘を登っ ていく と 楕円形の高まり の上に出ます（ 赤丸）。

そこ から 前方に弓状の凹地、さ ら にその背後に急斜面が存在する様子がわかり ます。

図２ 　 地すべり と みら れる地形（ 白色枠線内）

peg

52.1

荒地（草地）

エノキ優占林

海岸防砂林

2005年

集落（市街地）

原図B

差
し
替
え

52.1

荒地（草地）

エノキ優占林

海岸防砂林

2005年

集落（市街地）

原図B

差
し
替
え



10

　 佐潟は水深が浅いこ と も あり 、 陸域から

水域へなだら かに移行し ます。 そのよ う な

移行帯（ エコ ト ーン ）の存在が多種多様な植

物を育んでき まし た。

　 佐潟で は1 9 9 7 年以降、 御手洗潟で は

2 0 07 年以降、 数年ごと に主な植物群落の

面積が調査さ れてき まし た。 その結果、 全

浮葉・ 抽水植物１ ）群落の95 ％前後がハス、

ヒ シ、 ヨ シの３ 種で占めら れている こ と が

わかり ま し た。 そこ で こ の３ 種に絞っ て、

1 9 97年から ４ ～６ 年ごと の各群落の分布

と その変化を みてみます（ 図１ 、 ２ ）。 まず

ハスと ヒ シについては、 群落の形状は大き

く 変化し ますが、 ハス群落に対するヒ シ群

落の面積は、 2006年前後までは10 ～ 25％

程度で、 ハス群落が大き な面積を 占めてい

ま し た。 し かし 原因はわかり ま せん が、

2 0 1 1 年にこ の関係が逆転し 、 湖面はほと

んど ヒ シで 占めら れま す。 その後2 0 16 年

にほぼ同じ 面積と なっ ています。

 ヨ シ原と なっ た水田
　 一方、 佐潟の湖岸、 特に上潟と 下

潟の境界付近ではヨ シの群落が広い

範囲を占めていますが、 その面積に

は大き な 変化はあり ま せん（ 図２ 、

写真１ ）。 ヨ シ 群落は、 19 70年代

まで水田と し て利用さ れてきた範囲

にほぼ相当し ます（ 図３ ）。 水田と し

ての利用がなさ れなく なっ た後にヨ

シが繁茂するよう になっ たのです。

　 ヨ シ原は、 鳥類などにと っ ては格

好の隠れ処と も なり ますが、 ド ロが

滞留し やすいため、 徐々に陸化が進

行すると いう 懸念も あり ます。 　 　

　 潟端と 呼ばれる 佐潟の湖岸に近い

部分がかつて水田と し て利用さ れて

いたと いう のは初めて聴く 人には意

外なこ と かも し れません。

佐潟の植物群落と そ の変化

1997年
ハス群落 ヒシ群落 ヨシ群落

原図
2003年

ハス群落 ヒシ群落 ヨシ群落

原図

2007年
ハス群落 ヒシ群落 ヨシ群落

原図

2011年
ハス群落 ヒシ群落 ヨシ群落 オニバス群落

原図

2016年
ハス群落ヒシ群落 ヨシ群落 オニバス群落

原図

第４ 期佐潟周辺自然環境保全計画表１ より 作成． 2 0 21 年は上潟のみの面積

図２ 　 ヨ シ・ ハス・ ヒ シ群落の面積変化

【 澤口晋一・ 久原泰雅】

佐潟周辺自然環境保全計画等により 作成

図１ 　 ハス、 ヒ シ、 ヨ シその他の植物群落の形状と その変化
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 ハスと ヒ シの消滅
　 佐潟を 長年見てき た方なら お気づき のこ

と と 思いますが、 下潟では2018 年にハス、

ヒ シのほかオニバスも 突如生育がみら れな

く なり 、 以降は完全な消滅状態が続いてい

ます。 佐潟の象徴と も いう べき こ れら の群

落が消滅し たこ と で、 湖面景観は大き く 変

わっ てし まいまし た（ 写真２ 、 ３ ）。

　 原因はいく つか考えら れま すが、 2016

年から 水門によ る 水位管理が行われな く

な っ たこ と で潟の水位変化が小さ く なり 、

水が滞留する よう になっ たこ と が大き く 影

響し ている と みら れます。 こ れによ っ て水

質が悪化し 、 アオコ の大量発生につながり

（ 写真４ ）、 今ではそれが常態化し ています。

アオコ で水面が覆われる と 、 太陽光線が水

中～湖底に十分に届かなく なり 、植物にと っ

ては致命的です。

　 こ れまで湖底に堆積し たヘド ロ がハスや

ヒ シの消滅の原因ではないかと も 考えら れ

てき まし た。 し かし 、 ヘド ロ の堆積はずっ

と 以前から 進んでいたも のです。 にも 関わ

ら ずハスやヒ シは問題なく 生育し てき まし

た。 こ う し た事実から 考える と 、 ヘド ロ が

こ れら 群落の直接的な消滅原因と は考えに

く いよ う です。 ハス・ ヒ シ群落の消滅と そ

の原因については、 24 ～ 25ページに水質

の変化の観点から 詳し く 述べています。

　 こ う し た事態を 受けて20 2 2年から 水門

による水位管理が再開さ れています。

　 なお、 上潟と 御手洗潟には大き な変化は

現れていませんが、 今後も 調査を 継続し て

いく 必要があり ます。

図３ 昭和前期以前の佐潟の水田（赤着色部分）

原図

図３ 　 昭和前期以前の佐潟の水田（ 赤着色部分）

写真１ 　 佐潟のヨ シ群落（ 茶色の範囲）

写真２ 　 2 01 3年のハスの様子
湖面全体がハスで覆われている。

写真３ 　 2 01 8年の様子
ハスが完全に消失し ている。

20 18 年９ 月26 日撮影

写真４ 　 水門付近のアオコ の状況

１ ） 浮葉・ 抽水植物： 水生植物の中で， 水底に根を 張り 葉を 水

面に浮かべる 植物を 浮
ふ

葉
よ う

植物， 水底に根を 張り 茎や葉の一

部が水上に突き 出る も のを 抽
ち ゅ う

水
す い

植物と 呼びます．
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 越後平野に飛来
　 越後平野に広がる 水田は四季折々の表情

を みせてく れます。 春は水鏡、 夏は風に揺

れる 緑色、 秋は実り の黄金色へと ゆる やか

に変化し ます。 やがて稲刈り が終わると 北

の国から ハク チョ ウがやっ てきます。

 家族で渡り
　 ハク チョ ウのつがいは生涯連れ添う と い

われており 、 北シベリ アの繁殖地で大き な

なわばり を 持ち営巣し ます。 卵を 温め、 雛

を 育て、 やがて 灰色にな っ た 幼鳥と いっ

し ょ に家族は繁殖地を離れます。

　 冬、 日本に飛来する ハク チョ ウは約７ 万

羽にも 及びます。 主にオオハク チョ ウと コ

ハク チョ ウの２ 種（ 図１ ）で生まれ故郷の北

シ ベリ アから 3 ,0 0 0 ～ 4 ,0 0 0 km の「 渡り 」

を し て冬を 日本で過ごし ます（ 図２ ）。 シベ

リ アのタ イ ガ１ ）で繁殖する オオハク チョ ウ

は主に北海道から 東北で２ 万羽以上、 ツン

ド ラ ２ ）を 繁殖地と する コ ハク チョ ウは４ 万

羽以上が東北から 北陸、 西日本を 越冬地と

する状況がわかっ ています。

　 こ のう ち ２ 万羽程も 飛来する 新潟は日本

最大の越冬地と なっ ています。 その9 0％以

上を 占める コ ハク チョ ウは、 オオハク チョ

ウよ り 小型ですが、 翼を 広げる と ２ ｍほど

で体重は６ ~ ７ kgも あり ます。 体の大き さ

や首の長さ のほか嘴の黄色い部分の形が違

う のが見分ける ポイ ン ト です。 長い首は水

面で 逆立ち し て 水草を 食べる と き 便利で

す。

 新潟での暮ら し
　 新潟に点在する「 潟」はハク チョ ウにと っ

て安心でき る ねぐ ら になっ ています。 潟の

中でも ヨ シ原がある など直接ラ イ ト や音の

危害が加わら ない所や、 特に風や流れの少

ない浅い水辺を 好みます。 夜を 潟で過ごす

様子は、 長い首を 丸めてく ち ばし を 背中に

入れる 姿でまる で絞っ た生ク リ ームのよ う

に見えます。 早朝、 挨拶を 交わし 飛び立つ

準備を し ます。 家族単位で広い水面に移動

し 、 そし て風上に向かっ て首を 上下し 、 タ

【 佐藤安男】

ハク チ ョ ウ と 佐潟

図１ 　 オオハク チョ ウと コ ハク チョ ウ

図２ 　 コ ハク チョ ウの繁殖地と 渡り の経路

約4 ,000km も の
距離を飛びます
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イ ミ ン グがあっ たら 飛び立っ ていき ま す。

風上に向かっ て助走し ながら の飛び立ち は

迫力満点です。 飛び立ち の時間帯は７ ～８

時が多く 、 風が強い朝は飛び立ち が楽なよ

う で早めに飛び立っ ていき ます。 行先は潟

の近く の水田です。 水田に降り 立っ た家族

たち は稲の収穫の時にこ ぼれ落ち た落籾の

ほか稲株から 出た 二番穂や雑草な ど を 食

べ、羽繕いし 家族単位で日中を過ごし ます。

夕方薄暗く なると 水田を飛び立ち 潟に戻り

ます。 冬の間はこ の繰り 返し を 毎日行っ て

います。

　 こ のよ う に新潟には安心でき る ねぐ ら の

潟と 近く に美味し いお米が食べら れる 水田

がある 環境が彼ら にと っ て魅力であり 、 越

冬を支えています。

　 また、 大雪になり 水田で採食でき なく な

る と 、 積雪の少ない鳥屋野潟や佐潟に移動

する 傾向があり ます。 こ のよ う に状況に応

じ て越後平野の中で移動し ながら 越冬生活

を し ている こ と が長年の調査から わかっ て

き まし た。

　 厳冬期でも 積雪の少ない佐潟と 周辺の状

況を彼ら は知っ ているのです。

　 新潟県水鳥湖沼ネ ッ ト ワーク によ る 瓢

湖、福島潟、阿賀野川、鳥屋野潟、佐潟の５ ヵ

所での毎週金曜日同時カ ウン ト 調査から こ

のよ う なハク チョ ウたち の動き がわかっ て

き ています（ 図３ ）。

　 白く 大き く 、 神々し いハク チョ ウ。 新潟

の冬を 共にする 仲間です。 私たち が暮ら す

越後平野の自然や環境を 見つめ守っ てく れ

ている よ う にも 思えます。 冬を 越え、 そし

て春、 シベリ アへ旅立っ ていき ます。

図３ 　 20 2 1 ～ 2 0 2 2 年におけるハク チョ ウの飛来数
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１ ） ツ ン ド ラ の南に広がる 針葉樹林帯． 地下には永久凍土が存

在する が， 最暖月の平均気温が1 0 ℃を 超えるため， 森林が

生育する ． 東シベリ アでは年較差が特に大き く ， 7 0 度に達

する と こ ろ も 珍し く ない．

２ ） 緯度的には森林限界以北（ ユーラ シ ア大陸ではおよ そ7 0 度

以北）に広がる地域． 地下には厚い永久凍土が存在し ， 短い

夏の間だけ地面が融解し ， 高山植物が花を 咲かせる ．

写真１ 　 佐潟ハク チョ ウの飛び立ち
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　 佐潟は野鳥たちの「 渡り 」を支えています。 砂丘

は樹林帯が点在する畑地になっ ていて 、 佐潟は、

ヨ シ 帯から 水域へと 移行する 湿地環境によ り 四

季折々の野鳥が訪れます。 夏はオオヨ シキリ など

の繁殖地と し て、 冬はガン カ モ類の越冬地と し

て、 特にコ ハク チョ ウやマガモは近年国内最大級

の飛来を数えます。 こ れは新潟県の中で積雪が最

も 少なく 、 落ち籾など採食し やすい水田が隣接し

ているこ と と 、 佐潟が湧水で涵養さ れ結氷し にく

い環境の存在があるから だと 考えら れます。

【 佐藤安男】

コ ハク チョ ウ（ 冬鳥）

新潟県で越冬する 多く がコ ハク
チョ ウ。 オオハク チョ ウよ り 小
型だ が体重７ kg ほど。 ツ ン ド
ラ 地帯で繁殖する 。

マガモ（ 冬鳥）

オスは派手で黄色のく ちばし 、 緑
色の頭、 メ スは地味な羽色。 佐潟
で1万羽以上生息するこ と も ある。

コ ガモ（ 冬鳥）

池や川に数多く いる 日本で一番
小型のカ モ。 オスの羽色はカ ラ
フ ルでメ スは地味。

オオハク チョ ウ（ 冬鳥）

コ ハク チョ ウに似る が嘴の黄色
い部分が大き く 体も 一回り 大き
い。 タ イ ガ地帯で繁殖する 。

ミ コ アイ サ（ 冬鳥）

和名ミ コ はオスが巫女の白装束の
よう に見えること から。 パンダガモ
と も呼ばれて人気。主に魚を食べる。

ウグイ ス（ 冬鳥）

スズメ と ほぼ同じ 大き さ 。「 ホー
ホケキョ 」と さ えずり 春告鳥（ ハ
ルツ ゲド リ ）と 呼ばれる が姿が
見えないこ と が多い。

シジュ ウカ ラ（ 留鳥）

公園や庭など平地から 山地、 湿
地に生息。 オスは喉の黒い縦線
がメ ス よ り 太い。「 ツ ーピ ツ ー
ピ 」などと さ えずる 。

コ アジサシ（ 夏鳥）

夏鳥と し て飛来し 砂浜や河原に
巣を つく る 。 水面にダイ ビ ン グ
し て魚を と ら える 。 環境省絶滅
危惧II類（ VU ）に分類。

ジョ ウビ タ キ（ 冬鳥）

人里や公園でも よ く 見ら れる 身
近な冬鳥。「 ヒ ッ 」と いう 甲高い
声から「 火焚き（ ヒ タ キ）」の名が
付いたと いう 。

オオヨ シキリ（ 夏鳥）

東南アジアから 飛来する 夏鳥で
「 ギョ ギョ シー」と 鳴き ヨ シ原で
なわばり を 主張。 ウグイ スの仲
間。

カ ワセミ（ 留鳥）

美し い外見から 野鳥フ ァ ン に人
気で「 空飛ぶ宝石」と 呼ばれる 。
水中に 飛び込み小魚な ど を 捕
る 。

セグロセキレ イ（ 留鳥）

水辺に住む小鳥。 頭から 背にか
けて濃い黒色で尾羽を 上下に振
る 姿が特徴的。 分布が縮小する
日本固有種。

ヨ シゴイ（ 夏鳥）

ヨ シ原に生息する 日本最小のサ
ギ。 首を 伸ばし ヨ シ に 擬態す
る 。 環境省準絶滅危惧（ N T）に
分類。

オオヒ シク イ（ 冬鳥）

日本最大のガン、 ヒ シク イ の一
亜種で 日本海側に 多い。 警戒
心が強い。 環境省準絶滅危惧

（ N T）、 国の天然記念物。

カ ッ コ ウ（ 夏鳥）

夏鳥と し て飛来。 カ ッ コ ウと 鳴
き 、 ヨ シ原に巣を つく るオオヨ
シキリ に「 托卵」を 行う 種と し て
有名。

ヒ バリ（ 漂鳥）

草原や農耕地などに生息。 オス
がさ えずり ながら 高く 上がる 縄
張り 宣言など春の鳥と し て世界
各国で親し まれる 。

オオバン（ 留鳥）

カ モの仲間でなく ツ ル目ク イ ナ
科に属する 。 黒い羽色に白い額
と 嘴が特徴。 主に水生植物を 食
べる 雑食。

ミ サゴ（ 留鳥）

暗褐色で下面が白い。 ホバリ ン
グし て水中に突っ 込み魚を 捕ら
え る 。 環境省準絶滅危惧（ N T）
に分類。

ト モエガモ（ 冬鳥）

コ ガモ く ら いの大き さ で オス は
顔の巴模様が特徴的。 希少種で
環境省絶滅危惧II類（ VU ）に分類。

オオタ カ（ 留鳥）

日本の鷹類の代表的な種。 カ ラ
スほどの大き さ でハト やカ モを
捕まえて食べる。 環境省準絶滅
危惧（ N T）に分類。

佐 潟 の 動 物（ 鳥類）
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ナガブナ： 1 5 ～3 0 cm

体は細長く 、 臀びれから 尾柄に
かけてゆる やかに細く なる 。

カ ムルチー（ ライギョ ）： 50 ～100cm

食用に持ち 込まれた。 他の魚や
カ エル、 ザリ ガニを 捕食。

スッ ポン ： 2 5 ～3 5 cm

甲羅は柔ら かい皮膚に被われ、
泳ぎが巧み。 O

アメ リ カザリ ガニ： ８ ～12cm

北米原産で、 様々な動植物を 捕
食する侵略的外来種。

ド ジョ ウ： 1 0 ～2 0 cm

体は細長く 泥底を 好む。 かつて
豊産し たが激減。

ウナギ： 5 0 ～1 0 0 cm

海に産卵に下る回遊魚で、 県内
に生息する のは放流も の。

コ イ（ 飼育型）： 5 0 ～1 0 0 cm

雑食性で丈夫、 各地で飼育さ れ
る が、 生態系被害の問題。

ト ウヨ シノ ボリ ： ４ ～７ cm

水底で暮ら すハゼ科魚類。 オス
の尾柄にオレ ンジの斑紋。

ク サガメ ： 15～30cm

昭和以降の移入種。 アカ ミ ミ ガ
メ 侵入以前は佐潟で最多。

ゲンゴロウブナ： 30～50cm

体高が高い。 琵琶湖の原産で釣
り 用に各地に放流。

ジュ ズカ ケハゼ： ４ ～７ cm

細身のハゼの仲間。 繁殖期のメ
スは体側に黄色の婚姻色。

ミ シシッ ピアカミ ミ ガメ ： 15 ～40cm

眼の後方の赤色斑紋が特徴。
右上は幼体のミ ド リ ガメ 。 O

上）モツゴ 下）タ モロコ ： ５ ～８ cm

モツ ゴは口先が尖り 、 タ モロ コ
は尾柄に黒点がある 。

左）カ ラ スガイ  右）ヌ マガイ
そ れぞれ長さ 3 0 cm 、 2 0 cm に
達する。 近年確認が困難。

上）カ ワリ ヌ マエビ 属の一種 
体長２ cm（ 最近侵入し た外来種）

下）スジエビ  体長５ ～６ cm 。

左）オオタ ニシ 殻高６ cm

右）チリ メ ンカワニナ ２ ～４ cm 。

ニホンイシガメ ： 10～20cm

背甲は褐色で 後縁がギザギザ。
絶滅に瀕し た希少種。

キタ ノ メ ダカ ： ３ ～４ cm

岸辺の水面で群れを なす。 落下
昆虫や水生小動物を 捕食。

ギン ブナ： 1 5 ～4 0 cm

各地に生息し 、 放流も ある 。 臀
びれから 急に細く なる 。

タ イリ クバラタ ナゴ： ４ ～６ cm

アジア大陸原産。 産卵母貝の減
少により 減少傾向にある。

　 佐潟でこ れまで確認さ れた魚類は、 14種に

と どまり ます。 潟の出口の堰によ っ て広通江

や新川、 日本海と 隔てら れ、 魚介類が上っ て

く るこ と ができないから です。赤塚漁協によっ

て、 コ イ 、 フ ナ、 ウナギが放流さ れていま し

たが、今は行われていません。 現在はミ シシッ

ピ アカ ミ ミ ガメ やアメ リ カ ザリ ガニなどの外

来種が増加する 一方、 かつて潟内に豊富に生

息し ていたカ ラ スガイ などの二枚貝はほと ん

ど見ら れなく なり まし た。

※末尾のアルフ ァ ベッ ト は画像提供者
　 O ： 大阪鉄男　（ 敬称略）

【 井上信夫】

佐潟の動物（ 魚・ カ メ ・ 貝・ エビ類）

メ スオス

メ ス

オス

黒化し たオス

メ ス

メ ス

オス幼体
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ト ノ サマガエル： ４ ～８ cm

2 0 2 2 年の潟ガイ ド で確認さ れ
た。 佐潟水鳥・ 湿地センタ ー提供

ジネズミ ： ６ ～８ cm

原始的なモグラ の仲間。 前脚は
小さ く 耳介が大き い。

アカ ネズミ ： ８ ～1 4 cm

各地の林に住む野ネズミ 。 硬い
ク ルミ の殻にも 穴を 開ける 。

ニホンイ ノ シシ： １ ～1 .5 ｍ

雑食性で植物から 小動物まで捕
食。 潟周辺に獣道。 S

ニホンカ ナヘビ ： 18～23cm

ト カ ゲよ り も 尾が細長い。 体表
は光沢のないさ び色。

アズマヒ キガエル： 10～15cm

普段は陸上で暮ら すが、 早春に
浅い水辺で産卵。 O

ニホンアマガエル： ２ ～４ cm

草地から 樹上、 農地、 人家まで
様々な環境で暮ら す。

アオダイ ショ ウ： １ ～２ m

本州最大のヘビ 。 木登り が得意
で、 小鳥の卵・ 雛も 狙う 。

エチゴモグラ ： 1 6 ～1 8 cm

越後平野中心部だけに分布する
日本最大のモグラ 。

ニホンアカ ガエル： ４ ～６ cm

水辺で暮ら す中型のカ エル。 近
年は確認さ れていない。

ヤマカ ガシ： １ ～1 .5 ｍ

水辺を 好み、 カ エ ル類を 狙う 。
目立つ色は有毒の警戒色。

ト ウホク ノ ウサギ： 45～55cm

農地のへり や海岸松林、 森林地
帯に住む。 冬は白化。

ヒ ガシニホント カ ゲ： 15～23cm

昆虫やク モなどを 捕食。 光沢が
あり 、 幼体の尾は青色。

ホン ド ギツ ネ： 5 0 ～7 0 cm

肉食性でネズミ や野鳥、 ノ ウサ
ギなどを 捕食する 。 O

ニホン イ タ チ： 1 6 ～3 7 cm

潜水が得意で魚を 捕食、 ネズミ
やウサギまで狩る 。 O

ホン ド タ ヌ キ： 5 0 ～6 0 cm

雑 食 性 で ネ ズ ミ や ザ リ ガ ニ、
様々な果実を 食べる 。

ヒ ミ ズ： ７ ～８ cm

小型のモグラ 。 前脚は弱く 小さ
く 、 落葉層で暮ら す。

シマヘビ ： １ ～1 .5 ｍ

水辺から 農地まで様々な環境に
生息。 背面に４ 本の黒条。

ウシガエル： 1 2 ～1 8 cm

日本に住む最大のカ エル。 幼生
は越冬し て翌年に変態。

モリ アオガエル： ４ ～７ cm

指先に大き な吸盤を も ち、 樹上
生活。 過去に記録がある。

　 佐潟周辺の水辺では、 こ れまでカ エル６ 種、

ト カ ゲ・ ヘビ 類が６ 種、 哺乳類15種が確認さ

れています。 現在最も 生息数が多いカ エルは

北米原産の特定外来生物ウシガエルです。 水

中や水辺の小動物を 捕食し 、 ニホン アカ ガエ

ルやト ノ サマガエル希少化の原因の一つと 考

えら れます。 潟周辺では数年前から ニホン イ

ノ シシが増加し ており 、 農業や人身被害に注

意が必要です。

※ カ エル・ 哺乳類の大き さ は鼻先から 尻まで、 ト カ ゲ・
ヘビ は鼻先から 尾の先ま で の長さ 。 末尾のア ルフ ァ
ベッ ト は画像提供者。

　 O ： 大阪鉄男　 S： 齊籐一雄　（ 敬称略）

【 井上信夫】

佐潟の動物（ カ エル・ ト カ ゲ・ ヘビ・ 哺乳類）
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ウチワヤン マ： ８ cm 前後

水面を 飛び回る大型のサナエト
ン ボ。 尾の先がう ち わ状。 T

ハネナシコ ロギス： 1 .5 ～1 .8 cm

翅は無く 触角は非常に長い。
木の葉を 綴っ て中に潜む。 T

ト ゲヒ シバッ タ ： 1 .7～２ cm

湿地や水田に住む。 翅が長く 、
胸の両側に棘がある 。

オオシオカ ラ ト ンボ： ５ ～６ cm

シオカ ラ ト ン ボよ り 太めで、 翅
の基部に黒斑がある 。

キイ ト ト ン ボ： ４ cm 前後

細身の体で、 水生植物の間を 縫
う よ う に飛ぶ。

セスジイ ト ト ンボ： 3 .5 cm 前後

湖面の水草の上で活動する 。
オスは鮮やかな青色。 T

チョ ウト ンボ： ３ ～４ cm

水草が繁る 池の上を 、 幅広の黒
い翅でヒ ラ ヒ ラ 飛ぶ。 O

アオマツムシ： 体長２ cm 前後

夏から 秋に 樹上で さ かんに 鳴
く 。 人里で増える 外来昆虫。

ギン ヤン マ： ７ ～８ cm

オスは水色の腹部が鮮やか。
池の上を パト ロール飛行。 T

ハラ ビロカ マキリ ： 4 .5 ～７ cm

胸部や腹部が太短く 、 体色は緑
色、 前翅に白斑がある。

コ バネイ ナゴ： ２ ～４ cm ほど

イ ネ科植物を はじ め様々な植物
を 食べる 。 翅は短い。

シオカ ラ ト ンボ： ５ ～６ cm

潟や水たまり など 様々な環境で
暮ら す中型のト ン ボ。

マツ モムシ： 1 .3 cm ほど

水面に裏返し で定位し 、 鋭い口
吻で他の昆虫や小魚を 捕食。

ク サキリ ： 体長2 .5 ～３ cm

イ ネ科の草地に住む、 体が細長
いキリ ギリ スの仲間。

コ シアキト ンボ： ４ ～５ cm

水辺で暮ら す黒い体、 白い腰の
中型のト ン ボ。 　

ショ ウジョ ウト ンボ： ５ cm 前後

胸部が太め、 成熟し た オ ス は
真っ 赤になる 水辺のト ン ボ。

コ フ キト ンボ： 4 .5 cm 前後

水生植物の上で暮ら す。 シオカ
ラ ト ンボに似る が小さ い。 O

　 佐潟周辺には広い開放水面や水生植物群落、

草地や竹林、 広葉樹の林など、 変化に富んだ

環境が存在し ます。 740 種を 超す昆虫類が生

息し ていますが、 ホシベニカ ミ キリ 、 アオマ

ツ ムシなどの外来種も 定着し て昆虫相は変化

し ています。

　 水辺の昆虫を 代表する ト ン ボ類は、 アメ リ

カ ザリ ガニやウシガエルなどによ る 捕食の影

響を 受けている と 考えら れ、 ハス群落の減少

など、 植物相の変化の影響も 注目さ れます。

※末尾のアルフ ァ ベッ ト は画像提供者
　 O ： 大阪鉄男　 T： 高橋泉　（ 敬称略）

【 井上信夫】

佐潟の動物（ 昆虫・ ク モ 類）

オス

メ ス

ナガコ ガネグモ： ２ ～６ cm

植物群落の間に網を 張る 。 黄色
い腹部に多数の黒線。

オオミ ズスマシ： １ cm 前後

水面を 泳ぎ回り 、 水面に落下し
た昆虫を 捕食する 。

ホシベニカ ミ キリ ： 1 .8 ～2 .5 cm

タ ブノ キを 食害する 。 十数年前
に侵入し た外来種。 T

メ ス

オス

メ スオス

成熟オス

未熟オス
オス

オスメ ス

オス

メ ス
オス

メ ス

メ ス

幼虫

オス

メ ス

オス
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　 こ れまでの調査から 、 佐潟ではデン ジソ ウ

やオニバス など の希少植物を 含む120 科669

種が、 御手洗潟では68 科264 種の植物が記録

さ れています。

　 佐潟は近年まで水田と し て利用さ れ、 長年

にわたっ て泥上げなどを 行う「 潟普請」が行わ

れてき まし た。 こ のよ う な活動が潟の水質や

多様な生物種が維持さ れる 上で重要な生態系

の「 撹乱」につながっ てき まし た。 そのため佐

潟には、 多く の地域で絶滅し てし まっ た希少

な水生植物が現在も 残さ れています。

【 久原泰雅】

佐 潟 の 植 物

 佐潟に多く 見ら れる植物

マコ モ
沼地など で生育し 、 ヨ シよ
り も 水際に見ら れる。 かつ
て敷物や衣類を 作っ たほか、
黒穂病で肥大し た若芽を マ
コ モタ ケと し て食用にする。

ヒ シ
水底から 茎を 水面まで伸ば
し 、 水面で菱形の葉を 放射
状に広げる １ 年草。 両端に
刺がある 果実は中にデン プ
ンを含み食用になる。

ショ ウブ
池など に生え る 多年草で初
夏に 黄緑色の棒状の花（ 花
序）を つける。 全草に芳香が
あり 、 菖蒲湯に用いら れる。

ハス
蓮華（ レンゲ）と も 呼ばれ、 水面
より 上に出る大きな葉と ピンク
の大きな花は佐潟を象徴する植
物であっ たが、 下潟では2018
年より 見ら れなく なっ た。

ヨ シ
水田利用が無く なっ たのち
に増加。 陸と 水辺の境に見
ら れ、 多く の生物の住処に
なる が、 繁茂する と 水域を
陸地化する原因にも なる。

コ ウホネ
水底から 水上に葉を伸ばし 、
3 0 から 50 cm 程の長楕円形
の葉を つけ、 夏に黄色い花
を咲かせる。

ウキヤガラ
浅い水辺に見ら れる カ ヤツ
リ グサの仲間。 名は「 浮き 矢
幹」に由来。

ヌ マト ラ ノ オ
湿地に見ら れ、 夏に茎の先
に白い小さ な花を 多数咲か
せる。

エビモ
古い水路など、 比較的水が
澄んでいる 場所に見ら れる
沈水植物。

シン ワスレナグサ
浅い水辺に見ら れる 帰化植
物。 佐潟では広く 分布し て
いる。

ハンゲショ ウ
湿地に見ら れる 多年草。 夏
に茎の先端に多数の小さ な
花を つけ、 その周り の数枚
の葉が白く 変化する。

シラ スゲ
平地や丘陵地の林内に見ら
れる スゲの仲間。 葉裏が白
く 小穂（ 花の集まり ）を ４ か
ら ６ 個つける。

シロバナサク ラ タ デ
湿地など に見ら れる タ デの
仲間。 夏から 秋にかけて茎
の先に４ から ６ 個の白い花
を咲かせる。

オオト リ ゲモ
湖沼やため池の水の中に見
ら れる水生植物。 長さ ３ cm
程の鋸歯のある 糸状の葉を
つける。

スジヌ マハリ イ
湿地に生え る 多年草。 茎に
縦にはし る 数本の菱（ 角張
り ）がある。

デンジソ ウ
名前の通り「 田」の字型の葉
を つ け る シ ダ 植物。 19 85
年に佐潟で確認さ れたのを
最後に新潟県では野生絶滅
し た。

サデク サ
水辺に見ら れるタ デの仲間。
葉はほこ 形で 茎に下向き の
刺がある。 夏に開花し 、 花
は白色だが、 結実する と 赤
色に変わる。

オニバス
全体に鋭い刺を 持ち、 日本
の水生植物の中で１ 番大き
な約２ ｍの葉を 水面に広げ
る １ 年草。 全国で7 0ヵ 所程
にし か自生し ていない。

ヤナギト ラ ノ オ
ヨ シ 原な ど に見ら れ、 ５ 月
頃にヨ シが成長する 前に成
長し 、 葉の付け根の数ヵ 所
から 小さ な黄色い花を 多数
咲かせる。

ミ ズアオイ
水深の浅い水辺に見ら れる
１ 年草。 夏から 秋に青紫色
の花を 多数咲かせる。 かつ
ては水田雑草だっ たが、 水
路改修などで激減し た。

 佐潟に生育する希少植物
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 赤塚の文化を育んだ佐潟
　 赤塚は、 江戸時代、 北陸道（ 北国街道）の

交通の要所と し て栄え、 多く の人々が往来

し まし た。 村内には料理屋や旅籠、 風呂屋

など旅人を 迎え入れる 商売が行われ、 佐潟

の産物が提供さ れていまし た。 十返舎一九

や鈴木牧之、 良寛、 吉田松陰など著名な文

化人も 滞在し ま し た。 特に「 美濃派（ 獅子

門）」と 呼ばれる俳諧一派の宗匠が訪れ、 句

会を指導し たこ と で、俳句が普及し まし た。

こ れは赤塚が他地域に比べ村民の生活が豊

かで、 文化的活動を 行う 余力があっ たこ と

によ り ます。 こ う し たこ と から 、 美濃派の

俳諧は赤塚の大衆文化と し て広まり 、 その

名残と し て佐潟公園駐車場近く にある「 三

句碑」を はじ め多く の句碑や奉納句額が

残っ ています。 　

※美濃派（ 獅子門）と は

　  　 松尾芭蕉の弟子十人のう ち、 各務支考

が美濃国（ 岐阜県）で興し た俳諧の一派。

その後、 再和派と 以哉派に分かれ、 赤塚

では再和派の宗匠が訪れ、 句会で俳句を

指導し 普及を図り まし た。

【 太田和宏】

佐潟・ 赤塚の文化と 営み

佐潟音頭
作詞： 小竹和雄／作曲： 新野浩太郎

北は新潟南は弥彦　 中の赤塚よいと こ ろ

　 男松女松が寄り 添い見れば　 佐潟に映る角田山

ハンド ルさ ばき も 手慣れたも のよ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 今日は貴方よ明日は私

　 スイ カ 　 葉たばこ 　 チュ ーリ ッ プ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 佐潟の蓮華も 花盛り

今年し ゃ 豊年万作と 　 祭り ばやし の笛太鼓

　 潟のほと り でさ さ やく 二人　 佐潟を照ら す月あかり

角田おろ し の吹雪も なんの　 北の国より 便り も っ て

　 千羽万羽の白鳥の群よ　 佐潟に踊る舞姿

老いも 若きも 唄おう じ ゃないか　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 唄い踊れば気も はずむ

　 三味や太鼓の音さ えさ えて　 佐潟繫昌の陽が昇る

赤塚甚句（ 盆踊り 唄）

ハアー　 おら が赤塚　 住みよいと こ ろイ ヤー　

　 ハーヨ シタ ナ　 ヨ シタ ナ

　 　 嫁も 　 姑も ホンニ　 輪に踊るイ ヤー　

　 　 　 ハーヨ シタ ナ　 ヨ シタ ナ

ハア―　 霞む佐潟の　 さ ざ波恋し イ ヤー　

　 ハーヨ シタ ナ　 ヨ シタ ナ

　 　 角田山さ えも 　 ほんに水鏡イ ヤー　 　

　 　 　 ハーヨ シタ ナ　 ヨ シタ ナ

ハアー　 赤塚名物　 数々あるがイ ヤー　

　 ハーヨ シタ ナ　 ヨ シタ ナ

　 　 たばこ 　 スイ カ は　 ほんに日本一ダヤー　

　 　 　 ハーヨ シタ ナ　 ヨ シタ ナ

ハアー　 可愛あの娘の　 山おり 姿イ ヤー　

　 ハーヨ シタ ナ　 ヨ シタ ナ

　 　 笠のかすみの　 ほんに見るまでイ ヤー　

　 　 　 ハーヨ シタ ナ　 ヨ シタ ナ

　 今も 赤塚のおま つり な

どで親し まれています。

写真１ 　 佐潟湖畔の三句碑
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 佐潟の漁業
　 佐潟の名産と し て江戸時代にはコ イ、 明

治から 昭和にかけてはウナギが知ら れてい

まし た。 金子太吉１ ）と いう 人がウナギで財

を 成し 、 家を 新築し まし た。 当時、 赤塚の

家屋は板葺き 屋根が主流でし たが、 太吉家

は瓦葺き にし たこ と で、 赤塚では「 ウナギ

御殿」と 呼ばれま し た。 ま た、 佐潟のウナ

ギは、 新潟や内野の料亭に納めら れていま

し た。

　 佐潟はも と も と 透明度が高く 、 舟の上か

ら 潟底に潜む魚の呼吸穴を 見つけ出すこ と

がで き た そう で す。 そ の穴を 見つける や

「 ト ッ コ ウ」と いう 円錐状の網をかぶせ、「 サ

デ」と 呼ばれる 道具で魚を すく い取っ てい

まし た。 熟練者は、 舟がいっ ぱいになるほ

ど魚を獲るこ と ができ たそう です。

　 獲れた魚のう ち コ イ やフ ナ（ 写真２ ）は味

噌汁や刺身、 あら いに、 ラ イ ギョ は味噌漬

けや揚物などにし て食さ れまし た。

　 こ のほか、 ヨ シノ ボリ（ 赤塚では「 イ サザ」

と 呼ぶ）や小鮒、 タ モロ コ など の小さ い魚

は甘露煮にし て食さ れていまし た。

 佐潟の狩猟
　 1 6 11（ 慶長1 6）年、 赤塚の大庄屋の石黒

茂晴に対し 、 高田藩よ り『 鳥役定之事』が命

じ ら れまし た（ 写真３ ）。 鳥役（ と り やく ）と

は鳥を 売る 際に課さ れた税のこ と を いいま

す。 こ の命令には、 納税し た鳥には足に目

印を つける よ う にする こ と や、 銃猟禁止の

代わり に仕掛けを 使う こ と な ど があり ま

す。

　 明治時代になっ ても 佐潟は銃猟が禁止さ

れていたため、 当時の史料に「 毛綱」や「 坂

網」と いっ た仕掛けについての記載があり

ます。

　 赤塚に滞在し た鈴木牧之は、 著書『 北越

雪譜』で「 天の網」と 題し てアジと いう 鳥が

美味し いと 紹介し ています。

　 昭和の中頃まで、 周辺で銃や網を 使っ て

狩猟が行われていまし た。 その後、 鳥獣保

護区と なり 、 今では佐潟周辺では狩猟は行

われていません。

１ ）当時の潟の権利者

写真２ 　 佐潟のフ ナ 写真３ 　 鳥役定之事（ 赤塚郷土研究会）
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 佐潟のハスと その利用
　 佐潟では、 明治時代から レ ン コ ン が地域

の人々の生業と し て栽培さ れていまし た。

　 明治時代の史料には、 佐潟で行われた狩

猟・ 漁業・ レ ン コ ン 栽培は、 それぞれバラ

ン スを 保つこ と が重要だと 記さ れており 、

今日の生物多様性の重要性が既にこ の当時

から 認識さ れていたこ と が伺えます。

　 1942（ 昭和17 ）年の新聞記事には、3 ,0 0 0

貫目（ 約11 ト ン）のレンコ ンを 採っ て出荷し

たこ と が記さ れています。 また、 高田城の

堀や、 上越市の朝日池に出向し てレ ン コ ン

掘り を 手伝っ ていたこ と を 示す史料も 残っ

ています。

　 レ ン コ ン 掘り は主に秋から 冬に行われ、

番小屋で体を 温めては作業に出る こ と を 繰

り 返し ていまし た。

　 また佐潟では、 蓮
れん

華
げ

（ ハスの花）を 盆花と

し て出荷する ための刈り 取り 作業が、 毎年

行われてき まし た。 主に赤塚の商店に卸さ

れ、 地域で利用さ れています。 花が終わっ

た後のハスの実は「 ハン ゴウ」と 呼ばれ、 か

つて はオヤツ 代わり に食べら れて いま し

た。

 佐潟の稲作
　 江戸時代中期から 佐潟では新田開発が進

み、 昭和50 年代まで佐潟の中で稲作が行わ

れていまし た（ 写真４ ）。

　 こ の時期までは、 春になると 佐潟では潟

底の泥を 肥料と し て水田に運び入れ、 水位

を下げてから 田植えが行われまし た。

　 ８ 月末頃には、 住民総出で潟底の泥上げ

や水路の整備など、「 潟普請」と 呼ばれる作

業が行われまし た。

　 水鳥が本格的に飛来する 前に佐潟の田で

は稲刈り が行われまし た。 田植えから 稲刈

り までの期間が短く 、 水温が低いため、 収

穫量は下流域より も 少なかっ たそう です。

　 かつて、 越前浜の人と 水田を 物々交換し

たと こ ろ も あり 、 下潟と 上潟の南側の一部

は越前浜耕地と なり 、 その名残と し て佐潟

の一部は西蒲区に属し ています。

　 赤塚中学校では、 1 9 61年から ハク チョ ウの傷病飼育が行われ、 白鳥環境愛護委員会

が飼育活動を現在も 続けています。 ハク チョ ウの飛来期間には、屋上で飛来数調査も 行っ

ています。

　 また、 1 9 64 年に新潟市の造形家、 早川亜美氏（ 19 1 2 ～1 9 80 年）により 高さ ３ m の白

鳥像「 飛翔」が建立さ れまし た。 早川氏は県内の小中学校の記念像や観音像など幅広い作

品を 手がけ、 新潟国体（ 1 9 64年）のシン ボル・ 火焔土器の聖火台などを 制作し まし た。

白鳥像は赤塚中学校のシンボルと し て、 飼育さ れているハク チョ ウと あわせて地域住民

に親し まれています。

　 学校行事の「 佐潟ク リ ーン活動」や、 地域主体の「 潟普請」への参加など、 佐潟の保全活

動にも 取り 組んでいます。

早川亜美氏の作品

「 飛翔」

①佐潟のレンコ ン ：

　  古来より 生育するレ ンコ

ンで食用品種と 異なり 細

長い特徴を持つ。

②ハスの花：

　  蓮華と 呼ばれ、 盆花と し

て出荷。

③花托と 実：

　  ハスの実はろう と 形の花

托（ 花の付け根）に埋も れ

ており 、 ハチの巣のよう

に 見え る こ と から 蜂巣

（ はち す）と 呼ばれる。

④ハスの実：

　  硬い果皮に覆われており 、

数千年の寿命がある と さ

れる 。 種子はでんぷん質

で食用と なる。

赤塚中学校と ハク チョ ウコ ラ ム

写真４ 　 昭和5 9年春の代かき 風景（ 赤塚郷土研究会）

①

③

②

④
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 佐潟と いう 地名の由来

　 佐潟には「 白
びゃ く

蓮
れ ん

潟
が た

又佐田潟と いう 、 俗に

左潟に作る。 一名瓢
ひょ う

潟
が た

」と 別名が複数あっ

たよう です１ ）。  

　 また『 越
え ち

後
ご

国
こ く

式
し き

内
な い

神
じ ん

社
じ ゃ

考
こ う

證
し ょ う

』２ ）と いう 史料

には、 かつて 赤塚は入江の湊の着船場で、

船
ふ な

江
え

神
し ん

明
め い

神
じ ん

社
じ ゃ

が鎮守だっ た、 と 記さ れてい

ます。 船江神明神社の周り には集落があり

ま し たが、 1 0 92（ 寛治６ ）年の地震の大津

波で寺泊あたり から 角田浜、 新潟あたり ま

で地形が変わっ てし まい、 赤塚の集落も 今

の場所に移っ て船江神明神社と 集落と が離

れて し ま いま し た。 それで 伊
い

邪
ざ

那
な

岐
ぎ

社
し ゃ

(現

赤塚神社)が氏神と な り 、 船江神明神社は

衰
す い

微
び

し てし まっ たのだそう です。 かつて船

江神明神社を参
さ ん

拝
ぱ い

する と き に手
ち ょ う

水
ず

に使っ た

社前の御手洗潟がかつての賑わいを その名

に残し ている と 言います。 その左側にあっ

たのが佐潟であり 、 左
4

潟と 呼ばれていたよ

う なのです。

　 なお、 御手洗潟の水は湧水によ っ て満た

さ れ、 き れいな水が神社の前を 木山の方へ

流れていて、 参
さ ん

詣
け い

者
し ゃ

はこ の水で手や口を す

すいでお参り し たよう です。

 佐潟はかつて湊だっ た？

　 国上寺(燕市)にある史料には「 角
か く

田
だ

浜
は ま

左
さ

潟
が た

江
え

赤
あ か

塚
つ か

」と いう 記述が、弥彦神社旧
き ゅ う

伝
で ん

には「 角

田浜の北限は赤
あ か

塚
つ か

村
む ら

左
さ

潟
が た

尻
じ り

」と いう 記述があ

る そう です２ ）。 こ のこ と から 、 古
いにし え

の左潟で

船が泊まっ た地は、 かつて坂田新田３ ）と 呼

ばれたあたり ではないかと 推測さ れます。

　 こ の他にも 、 佐潟が入り 江であっ た時代

の名残と し て海賊船が沈んでいる と いう 伝

説があり ます。 海賊船なので宝物を 積んだ

まま埋まっ ているのではないかと 噂さ れて

いまし た。 海賊船が沈んでいる 一帯はハス

が生えないそう です。 昭和の頃は潟に入っ

て足で探る と 、 帆柱と 思われる も のが泥の

中にあっ たと 言います４ ）。

　 佐潟から 少し 範囲が広がる と 、「 赤塚以

北の沼
ぬ っ

垂
た り

濱
は ま

河
こ う

渡
ど

村
む ら

までの信濃川が洪水によ

り 湾曲し て入り 乱れたので、 赤塚よ り 船で

沼
ぬ っ

垂
た り

濱
は ま

へ渡航する こ と を 七
し ち

里
り

渡
わたし

と 言っ た」

と いう 伝えも あり ます５ ）。

【 高橋郁丸】

佐潟に ま つ わる 話

１ ）正院地誌課編『 日本地誌提要』巻之4 1 ， 日報社， 3 2 ページ．  

２ ）高橋義彦編（ 1 9 2 5）『 越佐史料』巻１ ， 3 2 4 ページ．

３ ）現在の「 坂田」付近．

４ ） 新潟市史編さ ん民俗部会編(1 9 9 4 )『 新潟市史資料編1 1 』新

潟市， 5 3 7 ～ 5 3 8 ページ．

５ ）吉田東伍（ 1907）『 大日本地名辞書』中巻，冨山房，2062ページ．

　 1 8 3 1（ 天保２ ）年、 江戸の

町絵師長谷川雪旦が奥羽経

由で 越後を 旅し た 際の絵。

「 潟」と あり 名は記さ れて い

な いが、 地名が赤塚、 そ し

て 現在も 存在する 道標ら し

いも の、 潟の脇に 角田道と

いう 道がある ため、 佐潟と

推定さ れる 。「 鮒名産、蓮池」

と 特徴が記さ れている 。

長谷川雪旦『 北国一覧寫』３ 巻越後・ 信濃「 国立国会図書館デジタ ルコ レク ショ ン」より
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 「 赤塚の暮ら し と 佐潟」

丹
に

羽
わ

礼
れ い

子
こ

さ ん(昭和2 0 年赤塚生まれ)

　 赤塚の農家では米作

と タ バコ 、 スイ カ 、 大

根を作っ ていたのでと

ても 忙し かっ たそう で

す。 そんな農家のお話

を、 丹羽さ んから 伺い

まし た。

　 １ 月半ばこ ろ から タ バコ の床作り を し 、

３ 月に移植、 ６ 月から ７ 月は葉を 採り 、 乾

燥さ せて10 月末から 1 1 月に出荷し まし た。

昔は乾燥小屋があっ て、 火の番が寝ないで

火を く べていたそう です。 タ バコ 掻き やス

イ カ も ぎは朝仕事でし た。 夏は朝の３ 時を

過ぎる と スイ カ 畑に行く のでタ バコ の葉の

乾燥は眠い作業でし た。 朝仕事であればだ

んだんと 夜が明けていく 時間、 夜なべ仕事

はだんだん暗く なっ ていく 時間で朝仕事の

方が気分はいいけれども く たびれたそう で

す。 スイ カ はぶつかる と すぐ に割れる ので

出荷は大変だっ たそう です。

　 お盆を 過ぎると スイ カ も 終わり 、 畑に大

根の種を 植えます。 畑も 休む暇がなく 気の

毒でし た。 赤塚大根は漬物用で下に丸みが

あり ます。 ハサにかけて干し た後は小屋に

運んで葉と 茎を 切り 離し て契約し ている 漬

物屋さ んに出荷し まし た。 昔は赤塚の匂い

と いえば「 たく あん」と「 堆肥」の匂いでし た。

お米　 畑と 共に田の仕事があり ます。 グルー

プでの田植えの後、 お昼は家へは帰ら ず田

で食べまし た。 田植えのお昼は、 筍・ 身欠

き にし ん・ 蒟
こ んにゃ く

蒻・ さ つま揚げの煮し め餡餅

を食べまし た。 大人が田植えをし たあと 、 子

ども たち は田の隅が空いている場所を 見つ

けて空き がないよ う に稲を 植えまし た。 夏

になると 子ども たちは親から「 今日はどこ ど

こ の田、 ゴロ 押し (草取り )に行け」と 言われ

て学校から 帰ると ゴロ押し をし まし た。 秋は

稲を ハサにかけたり 家族総出で脱穀を し ま

し た。 稲こ き やワラ の片づけも 大変でし た。

収穫後、 毎年11月23日の新嘗祭の時に、 農

家の者は一軒一軒袋に詰めて赤塚神社へ米

を納めまし た。 神社はそのお米をお祓いし 、

小さ な袋に入れて今も 氏子に配っ ています。

佐潟について　 レ ンコ ンの新芽やハスの実

は子ども の頃よく 食べたそう です。 し かし 、

ハスの花も 含め、 あら ゆる も のを 潟主が管

理し ていたので食べたこ と がバレ たら 怒ら

れます。 レ ン コ ン の新芽やハスの花は潟主

さ んから 仕入れて盆の頃にばあちゃ んがリ

ヤカ ーで押し て売り に来まし た。 と ても 美

味し いので良く 売れたそう です。 佐潟の水

門の下の水のたまっ たと こ ろ では自由に遊

べまし た。 学校へ行く 前にこ こ でイ サザ１ ）

を 網でと り 、 天ぷら や味噌漬けにし て食べ

たそう です。 またタ ンゲ(淡貝)２ ）と いう 貝が

いて、 こ の貝の殻はキノ コ を採る 時の包丁

と し て、 また肥料を すく う 器具と し ても 使

えたそう です。 昔、 家の脇には小さ い川が

あっ てフ ナやウナギも 獲っ たそう です。 夏

になると 子ども たちは手ぬぐ いで袋を作り 、

イ ナゴをと っ て竹の筒へ入れて遊びまし た。

ホタ ルはつかまえる と カ ボチャ の茎に入れ

て、 蚊帳の中に放し て光ら せまし た。 ト ン

ボやカ ブト ムシも 恰好の遊び相手でし た。

(2 0 22 .1 1 .2 8 取材)

１ ）ハゼ類と 思われる

２ ）カ ラ ス貝画： 高橋郁丸
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 里潟と し ての佐潟

　 佐潟は1 96 0 ～ 1 9 70 年代まで 灌漑用水

のため池と し て水位管理が行われ、 湖岸に

近い潟端は水田と し て 活用さ れて いま し

た。 また「 潟普請」と 呼ばれる 住民総出の清

掃活動が定期的に実施さ れまし た。 潟普請

では、 枯死し た水草の除去や、 鋤
じ ょ

簾
れん

と いう

長い柄の先に籠のついた道具を 利用し て湖

底から 泥を かき あげ（「 潟上げ」と 言う ）、 そ

れを「 ド 」と 呼ばれる 水路を 通じ て運び、 水

田に入れて肥料と すると いっ たこ と が行わ

れまし た。 なかでも「 舟道」と 呼ばれる潟中

央部での潟上げは上潟から 下潟への水の流

れを つく り 出し 、 水質保全にも つながっ て

いまし た。 さ ら に佐潟はコ イ 、 フ ナ、 ウナ

ギなどの良好な漁場であっ たほか、 盆花と

し てのハスの花やレ ンコ ン の収穫も 盛んに

行われていまし た。 地域の人々のこ う し た

利用が佐潟の保全と「 里潟」と し ての生態系

の維持につながっ たのです。

 佐潟周辺における土地利用の変化

　 19 6 0年代から 始まっ た高度経済成長期

以降、 私たち の生活環境は大き く 変化し ま

し た。 佐潟で は、 1 9 70 年頃から の米の減

反政策で 水田利用が大き く 減退し た こ と

で、 十分な水位管理も 潟普請の必要性も な

く なっ ていき ま し た。 1 98 2 年には佐潟公

園整備事業計画が発表さ れます。こ う し て、

地域の人々による 佐潟の利用はごく 限ら れ

たも のと なっ ていき ます。

　 さ ら に、複雑な起伏を有し ていた砂丘は、

1 9 80 年代後半から 始まる 大規模な農地造

成によ っ て平坦化さ れ、 その途上で砂丘を

広く 覆っ ていたク ロマツ 林も 多く が姿を 消

し まし た。 こ う し て生まれた農地は、 現在

国内有数の砂丘農地と し て、 スイ カ やダイ

コ ン を 始めと し た作物の一大生産地と なっ

ています。

 佐潟の水質環境

　 図１ は、 佐潟と 御手洗潟に地下水を 供給

する 範囲（ 集水域）を 示し たも ので１ ）、 その

面積は約28 1 ha ２ ）と 推定さ れます。 こ のう

ち 約2 33 ha（ 約8 3 ％）は農地と し て 利用さ

れています。 作物の栽培時にそこ で使われ

る 肥料は、 砂地であるこ と も あり 、 雨や融

雪水と と も に地下に浸透し 、 地下水に容易

に溶け込みます。 し かも 佐潟はほぼ上述し

た集水域から の地下水のみで涵養さ れてい

ますので、 その水質は農業活動の影響を 受

けやすいと 言えます。

【 涌井晴之・ 佐藤安男・ 澤口晋一】

佐潟の水質環境の変化と 保全の取り 組み

0 1km

図１ 佐潟・御手洗潟の集水域

1997年9月

jpeg

図１ 　 佐潟・ 御手洗潟の集水域
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 近年の水質変化

　 佐潟の水は19 8 0年代まで 透明で 飲める

ほどだっ たと いいます。 こ のこ と は、 こ の

頃まで佐潟は貧栄養湖に近かっ たこ と を 意

味し ます。 し かし 、 周辺の土地利用が農地

へと 変化し たこ と で、 窒素やリ ン などの栄

養塩類を 含んだ地下水が流入し 、 次第に富

栄養化が進んだと みら れます。

　 図２ は、 ア オコ の発生と も 重な る 夏季

３ ヵ 月におけるCO D ３ ）の濃度変化を 2 0 07

年以降についてみたも のです４ ）。

　 こ の図から 同じ 佐潟でも 上潟と 下潟では

水質の状況が大き く 異なる こ と がわかり ま

す。 上潟で は2 0 07 年以降、 特に大き な 変

化は認めら れません。 し かも 各月ごと の変

化も 小さ く ほぼ一定です。

　 こ れに対し て、 下潟は上潟と 比べて全体

的にCO D 濃度が高い傾向にあり ますが、 水

門（ 写真１ ）によ る 水位管理が実施さ れなく

な り 、 水が滞留する よ う にな っ た201 6年

から CO D 濃度が急激に 増加し た 様子が

は っ き り 現れ て い ま す。 そ の ピ ー ク は

201 8年で すが、 以降も 濃度の高い状態が

続いています５ ）。 1 1ページで述べたアオコ

の発生と それに続く ハスやヒ シ群落の消滅

はこ のタ イ ミ ングで起こ っ ています。 2016

年以前にはハス・ ヒ シと も に生育し ていた

こ と から みて、 こ れら の群落の消滅は、 水

位管理が実施さ れなく なっ たこ と によ る 水

質の急激な悪化と それに伴う アオコ の大量

発生が直接の原因である こ と は間違いあり

ません。

　 今後アオコ の発生を でき る だけ抑える た

めには、 冬に水位を上げて溜めた水を ５ 月

頃から でき る だけ落と し て水の滞留を 減ら

す他、 ハスやヒ シの発生を 促すこ と が必要

だと 思われます。

　 一度消滅し たハスの群落を 再び湖面いっ

ぱいに復活さ せるこ と は容易なこ と ではな

いと 思われますが、 後述のよ う に、 20 2 0

年に「 ハス 復活プ ロ ジ ェ ク ト 」が始ま る な

ど、 地域の取り 組みも 行われています。

 佐潟ク リ ーンアッ プ活動

　 20 03年９ 月27日に佐潟周辺

に不法投棄さ れたゴミ を回収す

る第１ 回佐潟ク リ ーンアッ プ活

動が開催さ れまし た。 こ の事業

は環境省グリ ーンワーカ ー事業

（ 20 0 3 ～ 2 00 5年）と し て実施

さ れたも ので、 国立公園や国設

鳥獣保護区の貴重な自然環境を

有する地域において、 状況を熟

写真１ 　 佐潟の水門
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図２ 　 夏季３ ヵ 月における CO D の変化
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知し た地元住民に積極的な管理作業を 依頼

し 、 適正な保護、 管理と 利用の促進を 図る

こ と を 目的に始めら れた事業でし た。 当日

は漁業協同組合、 商工会、 観光協会、 農協、

中学校、 地元住民など170人が参加し 、 ト

ラ ッ ク ６ 台分のゴミ が回収さ れまし た。 作

業終了後には佐潟で採れたハスを 利用し た

ハス茶、 ヒ シを煮出し たヒ シ茶が提供さ れ、

さ ら にはハス、ヒ シの実などの試食コ ーナー

が設けら れまし た。

 現代版「 潟普請」

　 さ ら に、 20 0 5年９ 月2 4 日に実施し たク

リ ーン アッ プ活動では、 上記のよ う な清掃

活動と 並行し て、 水質改善策と し て舟道の

ド ロ 揚げ、 さ ら にはリ ン、 窒素を 吸着し た

ヨ シを 刈り 取る、 いわゆる ヨ シ刈り が野鳥

観察舎脇の約0 .2 haについて行われまし た。

刈り 取ら れたヨ シは飼料と し て養鶏業者に

引き取ら れまし た。

　 こ の活動では、 地元小中学生、 企業や市民

団体など約300人が参加し まし た（ 写真２ ）。

　 2006 年９ 月には、 佐潟ク リ ーン ア ッ プ

活動に「 潟普請」を加えて、「 潟普請・ 佐潟ク

リ ーンアッ プ活動」と し てより 一層の住民参

加を 呼びかけるこ と になり まし た。 かつて

地域の人達によっ て実施さ れてき た潟普請

は、 こ う し て現代によみがえっ たのです。

 ハス復活プロジェ ク ト

　 長年、 市民に親し まれてき た佐潟のハス

のある 風景を 後年に残し たい、 と いう 望み

を つなぐ ために20 2 0年の春に地元の団体

によ っ て「 ハス復活プロ ジェ ク ト 」が始まり

まし た。

　 まず、 ハスの実を 切り 出し 、 苗を 起こ す

こ と から それは始めら れま し た。 翌2 0 2 1

年から は赤塚小学校の総合学習と 連携し 、

子ども たち がバケツ で育てた苗（ 写真３ ）が

野鳥観察舎脇につく ら れたハス田に移植さ

れまし た（ 表紙写真）。

　 ハス 田には肥料と し て ヘド ロ を 入れた

り 、 ザリ ガニの食害にあわないよ う 工夫を

する など対策も 講じ た結果、 移植さ れたハ

スは初年度から 開花し 、成功を収めまし た。

　 し かし 、 ハスが湖面に広がっ ていく ため

にはまだ時間が必要だと 思われます。 ハス

の復活は生物多様性、 里潟の再生と いっ た

観点から みても 重要な意味を 持ち ます。 ぜ

ひ復活さ せたいも のです。

１ ） 新潟市市民局環境部環境対策課（ 1 9 9 8）『 平成９ 年度佐潟周

辺地下水調査業務報告書』1 3 4 ページ．

２ ） 佐潟と 御手洗潟を 除く 面積．

３ ） 「 化学的酸素要求量」のこ と ． 湖沼などの有機物含有量の指標の

一つ． 数値が大きいほど汚染度合いが高い． 鳥屋野潟は2007 ～

2020年までの夏季３ ヵ 月のCO Dの平均は4.5m g/lであること か

ら， 佐潟の数値は際立って高いこと がわかり ます．

４ ） 佐潟・ 御手洗潟（ 水質調査）： http s://w w w .city.n iigata .lg .jp /

ku ra sh i/ka nkyo /ho zen /sh izen fu re a i/m a n ife st o _ to p /

kata-suish itsu/chosa .htm l

５ ） ７ 月については2012年頃から 濃度が次第に増加し ています．

2012年の一時的なピークについては，原因がわかっていません．

2 02 2年６ 月10 日

写真３ 　 ハスの苗を バケツに移植する子ども たち

2 01 4年９ 月2 1日

写真２ 　 赤塚中学校生徒によるヒ シ刈り の様子
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【 涌井晴之】

地 域 の 取 り 組 み

　「 地域の宝である 佐潟を 学ぶ」公民館の赤塚地域

学開催のチラ シを 手にし て講座に足を 運んだこ と

が佐潟に関わる 契機と なり まし た。 講座終了後に

は知り 合っ たメ ン バーで佐潟に関わる 住民有志の

会「 佐潟と 歩む赤塚の会」を200 2年、開設し まし た。

◆現代版・ 潟普請

　 佐潟は1 996 年、 ラ ムサール条約の登録湿地に

認定さ れ、 19 98年には佐潟水鳥・ 湿地センタ ーが

開館し たも のの、 公園管理さ れたこ と によ り 潟端

で稲作を 行っ ていた地元住民の意識も 潟から 遠の

いていまし た。 ク リ ーン アッ プ活動は新たな地域

の取り 組みの端緒になっ たと 考えら れます。 こ の

活動は現代版・ 潟普請と スタ イ ルを 変えてヨ シ刈

り（ 窒素やリ ンを吸着し たヨ シを 搬出）、 泥上げ（ 鋤

簾で水底の泥を く み上げ、 堆積し た有機物を 潟か

ら 出す）作業と し て毎年秋に開催さ れています。 五

感で湿地、 湖沼を 体感する機会と なっ ています。

　 こ のよ う な動き は佐潟に灯籠を 浮かべ、 保育園

児や子ど も ら が灯籠づく り に参加する「 佐潟万灯

籠」に発展し まし た。 また、 衰退し たハスの復活を

目指し て地元の小学校と 取り 組みが始まり まし た。

◆次世代のために湿地を 維持

　 地元住民、 漁業者、 農業者、 有識者など多様な

ステーク ホルダー（ 利害関係者）の参加のも と に佐

潟周辺自然環境保全計画を 作り 上げ、 定期的な見

直し も 行われていま す。 ワイ ズユース（ 賢明な利

用）の精神は将来の世代のために湿地が維持さ れ

る よ う に持続可能な 湿地の利用を 意味し て いま

す。 地元の佐潟で人間と 自然と の関係を 取り 戻す

活動を 若者と と も に進めていき たいと 考えます。

【 新潟市里潟研究ネッ ト ワーク 会議座長　 新潟国際情報大学教授　 澤口晋一】

代 表 者 の こ と ば

　 2 0 2 2 年1 1 月にスイ スのジュ ネーブで開催さ れた 、 ラ ムサール条約第1 4 回締約国会議において、 新潟

市は鹿児島県の出水市と と も に日本で最初の「 湿地自治体認証」を 受けまし た。 こ れによ っ て新潟市は湿

地都市と し て名実共に国際的に認めら れたこ と になり ます。 　 　

　 新潟市は湿地面積が市全体の4 4 ％を 占めますが、 その中心と なるのが、 市内に1 6 ある 潟である こ と は

言う までも あり ません。 新潟市里潟研究ネッ ト ワーク 会議はこ れら の潟を 新潟市の宝と 捉え、 その価値

と 魅力を 主にガイ ド ブ ッ ク の作成を 通じ て発信し てき まし た。 今回の佐潟・ 御手洗潟ガイ ド ブ ッ ク は、

十二潟（ 2 0 2 0 年）、 じ ゅ んさ い池（ 2 0 2 1 年）、 上堰潟・ 仁箇堤（ 2 0 2 2 年）に続く ４ 冊目と なり ます。

　 佐潟は新潟市唯一のラ ムサール条約湿地と し て、 同条約の３ つの支柱（ 保全・ 再生、 賢明な利用、 交流・

学習）すべてを、 市と 地元の方々の連携と 努力によっ て実現・ 継続さ せてき た、 まさ に湿地都市新潟を 象

徴する 存在です。 こ う し た活動の中心的存在と し て地元において長年活躍さ れてき た方にも 執筆を お願

いし まし た。

　 佐潟と その周辺域の自然環境はも と よ り 、 佐潟と 人と の関わり の歴史、 民俗、 さ ら には保全への取り

組みなどについて、 本ガイ ド ブッ ク を 通じ て理解を 深めていただければ幸いです。

◆制作： 新潟市・ 新潟市里潟研究ネッ ト ワーク 会議　 ◆協力： 佐潟と 歩む赤塚の会

◆表紙写真： 佐潟（ 空撮）、 飛び立ち、 潟舟体験、 ハス復活プロジェ ク ト

◆地域が主役里潟保全事業　 佐潟ガイ ド ブッ ク 執筆者 ※敬称略

新潟国際情報大学 国際学部教授 澤口　 晋一 生物多様性保全ネッ ト ワーク 新潟　 事務局 井上　 信夫

赤塚中学校地域教育コ ーディ ネータ ー 太田　 和宏 公益財団法人新潟県都市緑化セン タ ー 久原　 泰雅

水の駅「 ビュ ー福島潟」　 事務局長 佐藤　 安男 新潟県民俗学会理事 高橋　 郁丸

佐潟と 歩む赤塚の会　 代表 涌井　 晴之 ◆撮影協力： 新潟市水族館マリ ンピア日本海　 大和　 　 淳

佐潟まつり「 万灯籠」佐潟に灯籠を浮かべると
幻想的な雰囲気が広がっ た（ 2 0 19 年８ 月2 4日）


